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Io H H でつく るM E -B Y O ヘルスケア

　 我が国は2025年には団塊の世代がすべて後期高齢者に

なるわけで、 長寿時代への備えと いう 意味においてまさ

に課題先進国です。 こ の長寿時代を支えている非常に大

きな要素と し てテク ノ ロジーがあるわけですが、 イ ンタ

ーネッ ト の普及、 あるいはデジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ー

ショ ンの進展によっ て世の中まさ に様変わり し まし た。

今後は人工知能やロボティ ク スなど、 イ ノ ベーショ ンが

イノ ベーショ ンの連鎖を生むよう な形で、 更に大きく 技

術革新が進んでいく だろう と 予測さ れています。

　 今回の会議の重要なと こ ろは、 第１ 回目の未病サミ ッ

ト 神奈川宣言から ２ 年で、 具体的に何が進化し たのかを

明確にするこ と です。 ２ 年前の議論のフ レームワーク を

踏まえ、 最終的には未病に関わる技術革新、 あるいはそ

こ から 生み出さ れる新産業を描き、 海外と も 協力し なが

ら 、 世界に広めていく 取組が重要です。

　 こ れから 75歳以上の人口が増える社会の中で、 介護を

どれく ら い本当に抑制できるのか。 新潟県見附市と 一緒

に実践し ているデータ の中で見ていく と 、 継続的に運動

プログラ ムをやる方の要介護の発生率は60% く ら い低く

なっ ています。 ずっ と 追いかけてデータ を取り 続けてい

けば、 投資効果も 明確にできると 考えています。

　 私たちがこ こ ７ ､ ８ 年徹底的にやっ ているのは無関心

層対策で、 調査をし た結果、 約７ 割が非常に健康に対す

るラ イフ スタ イルが悪いと 出てきまし た。 こ れをどう や

っ て解決するかと いう 戦略は３ つあり 、 １ つ目はイ ンセ

ンティ ブ、 も う １ つはIT・ ICTの活用、 さ ら にも う １ つ

は口コ ミ 戦略です。 口コ ミ マーケティ ングでコ ミ ュ ニテ

ィ 、 地域単位に人の心に火をつけられるよう な仕掛けと し

て、 健幸アンバサダーと 名付けたインフルエンサーを、 全

国に200万人く らいつく る取組を昨年度から始めています。

　 国はIoT ・ ビッ グデータ ・ A Iなどを活用し て変わっ て

いく 社会を未来投資戦略でSociety5.0と 位置付けており 、

その１ 丁目１ 番地に健康寿命の延伸が位置付けら れてい

ます。 問題意識と し て、 健康・ 医療・ 介護データ がばら

ばら で、 縦割り である、 個人のレセプト ・ 健診データ が

生活習慣の改善などの取組に十分つながっ ていない、 遠

隔医療やA Iの活用に対するイ ンセンティ ブやルールが

設定さ れていない、 と いっ たこ と が挙げら れます。

　 総務省は、 医療情報のEHR （ Electronic Health Record）

を 標準化し て コ ス ト を 下げて い く 、 PHR（ Personal　

Health Record）を 整備し サービ ス等に活用し ていく 、

試験放送が始まっ た８ K の技術を内視鏡手術や遠隔医療

などに医療応用し ていく こ と に取り 組んでいます。

　 今後は標準化、 モデルづく り 、 セキュ リ ティ ・ プラ イ

バシー保護等を進めて課題解決を図っ ていきます。

　 今の医療はト ラ ブルシュ ーティ ング型で後手に回り 過

ぎています。 我々は健康に投資すると いう タ イプの医療

を提唱し ています。 今、 保健事業に使われているお金が

が数千億円。 こ の規模の健康づく り 事業の成果は42兆円

の医療費。 全く 費用対効果があっ ていません。

　 我々がやら なく てはいけないのは、 いかに医療のフ ォ

ーカ スを健康管理側にシフ ト さ せるかです。 創業以来、

①健康保険組合の業務負担９ 割改善、 ②手付かずであっ

たリ スク 者へのアプローチ開始、 ③医療費や発症率の減

少を推進し てきまし た。 保険者の業務進化の支援ツール

と し て「 元気ラ ボ」を開発し 、 歯科保健のパラ ダイムシフ

ト と し て「 デンタ ルIQチェ ッ ク 」と いう サービスも 行っ

ています。 健診データ を 使い、 BM Iの変化と 血圧の短

期での相関を研究発表し まし た。 こ う し たエビデンスも

皆さ んの健康投資を後押し できると 考えています。

アレ ッ ク ス株式会社 代表取締役社長

●モデレ ータ ー 辻野 晃一郎
筑波大学大学院 人間総合科学研究科スポーツ医学専攻教授
株式会社つく ばウエルネスリ サーチ 代表取締役社長

●パネリ スト

インセンティ ブと ICT 、
口コミ で社会を変える

久野 譜也

総務省情報流通行政局 情報流通振興課
情報流通高度化推進室長

●パネリ スト

S o c ie ty 5 .0 の１ 丁目１ 番地
健康寿命延伸に向けた取組

渋谷 闘志彦
株式会社ミ ナケア 代表取締役社長

●パネリ スト

健康組合を支援し て
個人の健康投資を推進

山本 雄士
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辻野　 現在、 データ 分析やデータ ヘルスの取組はどこ ま

で進んできているのでし ょ う か。

久野　 国がデータ ヘルスを推進するこ と は非常に良い方

向ですが、 各保険者、 自治体、 健保等のデータ ヘルス計

画を見ると 、 非常に残念なこ と にほと んど内容が同じ よ

う な状態です。 データ を解析し て読み取る力を持つ人材

も 、 それを政策に生かせる人材も 不足し ています。 現場

の人手不足、 統計技術の高度化などを考えると 、 も はや

A Iし かないと 思います。 A Iは学習機能を持ちますから 、

解析や政策提案まで行わせ、最後に人が判断すべきです。

山本　 人材育成やエビデンスづく り など、 皆さ ん言葉は

大好きなのですが、今日明日から できるのに全く 進まず、

やる準備が急にロングタ ームになっ てし まいます。 アプ

ローチと 成果のタ イ ムラ インがちぐ はぐ です。

水野　 エビデンスを早く 出すこ と はも ちろん、 し っ かり

　 当社のヘルスケア部門は、 CT スキャ ンやM RI、 PET

と いう 画像診断装置をメ インに、 そこ から のデータ を可

視化、 画像化するヘルスケアITやデジタ ルを扱っ ていま

す。 いわゆる装置メ ーカーやシステムメ ーカーに依存し

ないデータ の仕組みも 、 最近は意識し て進めています。 　

　 日本では超高齢社会への対応と し て、 在宅医療に関し

ては携帯型の超音波診断装置や、 絆創膏の中にセンサー

を入れてスマホで歩行を可視化するアプリ 、 コ ミ ュ ニケ

ーショ ンロボッ ト ・ ペッ パーを活用し 高齢者の孤立を減

ら す取組も 行っ ています。 さ ら に我々が強みと し ている

病院の中の機械、 人、 データ をどう 統合的に扱っ て課題

解決に貢献できるかを考え、 医療ビッ グデータ を使っ た

アプリ ケーショ ンの提供を始めています。 いかにデータ

を活用し て医療業務の無駄を省き、 アク ショ ンにつなげ

るかに、 取り 組んでいると こ ろです。

国立研究開発法人理化学研究所・ 健康生き 活き 羅針盤リ サーチ
コ ンプレッ ク ス推進プログラ ム健康計測解析チーム・ 新規計測開発チーム

株式会社X ib o rg 代表取締役社長／ソ ニーコ ン ピ ュ ータ ー
サイ エン ス研究所株式会社 アソ シエイ ト リ サーチャ ー　

●パネリ スト ●パネリ スト

「 健康生き活き羅針盤」で
個別健康の最大化を目指す

義足開発を通じ
スポーツと 健康を結ぶ

水野 敬 遠藤 謙

ゼネラ ル・ エレ ク ト リ ッ ク ・ イ ンタ ーナショ ナル・
イ ンク ソ リ ュ ーショ ンアーキテク ト

●パネリ スト

データ 活用により
医療現場改革を支える

M ayor an Rajendr a

　 私たちは、 ２ 年前の未病サミ ッ ト 開催後のタ イミ ング

で、 リ サーチコ ンプレッ ク ス推進プログラ ム採択の機会

を得て、 個別健康の最大化を目指すプロジェ ク ト「 健康

生き 活き 羅針盤」を開始し まし た。 未病評価にはさ まざ

まな切り 口があり ますが、 私たちが着目し たのは慢性疲

労・ 倦怠感であり 、 国民の４ 割が６ カ月以上続く 慢性疲

労状態です。 大人だけでなく 子ども たちの疲労も また近

年非常に大きな問題と なっ ています。

　 私たちは現状の健康診断では明ら かにするこ と ができ

ない疾病発症の前段階、 未病状態を数値化するために、

新たな健康計測項目を加えて新規健康指標・ 未病指標の

開発を目指し ています。 酸化スト レス、 エネルギー修復

力、炎症や脳機能低下は疲労のコ アメ カニズムを構成し 、

こ れら のデータ を多世代から 収集するこ と で、 子ども か

ら 高齢者にかけての未病可視化の研究を進めています。

　 私はエンジニアと し て義足を開発し ています。 従来、

モータ ーが使われている義足は世の中にほと んどなく て、

パラ 競技も パッ シブな義足で成り 立っ ています。 我々は

2020年、 東京オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク では、 自分

たちの義足を使っ ても ら い、 パラ 陸上のタ イムを健常者

のオリ ンピッ ク ・ タ イムと 逆転さ せたいと いう 思いで開

発を続けています。 今はまだ、 パラ のト ッ プ選手の義足

は海外メ ーカーが主流ですが、 今年の世界陸上では私た

ちの義足をつけた選手が３ 位でメ ダルを獲り まし た。

　 その一方でク ラ ウド フ ァ ンディ ングを使い、 障がいの

ある子ども たちが気軽に走れるグラ ンド や装具、 技術者

などの環境整備も 進めています。 障がい者のテク ノ ロジ

ー開発やデータ 解析など科学的な活用を地道にやり なが

ら 、 スポーツが盛り 上がるだけではなく 、 人間の身体に

関する科学の究明につなげていきたいと 考えています。

パネルディ スカッショ ン

データ ヘルスと イノ ベーショ ンを考える

（ マヨラン・ ラジェーンドラ）
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と し たサイエンスの上でさ まざまな物を見ていく こ と が

私たち理化学研究所の役割だと 思っ ています。 インフ ラ

と し ては日本は国民１ 人当たり のM RI数が世界一多い。

M RIで認知症の原因と なるアミ ロイド βなどが抽出でき

れば、 スク リ ーニングが進む可能性も 大です。

マヨ ラ ン　 私たちは病院を出た後のリ ハビリ に向け、 絆

創膏の中に加速度センサーを入れたアプリ をつく り まし

たが、 その絆創膏型センサーを持っ てきたのはシリ コ ン

バレーのスタ ート アッ プ企業です。 アメ リ カの西海岸の

人たちは、 標準化は後にし て、 と り あえず、 組立て可能

な形にし たアプリ をどんどんつく ろう と し ます。 日本だ

と たぶん準備段階で延々と 議論し ているはずです。

渋谷　 エビデンスづく り に時間がかかると の指摘の一方

で、 今、 政府ではEBPM と いう 根拠データ 重複の政策

を進めています。 自治体、 企業のト ッ プや幹部に刺さ る

具体的な事例と 数字をし っ かり 出し て、 それにより 物事

を動かし ていく こ と が大事なのです。

久野　 我々は日本で初めての国保と 協会健保のデータ の

一元化に苦労し まし た。 う まく 動かないのは情報の取り

扱いを自治体が嫌がるから です。 個人情報なので洩れた

ら どう すると いう 批判が、 議会で必ず出るのです。

辻野　 個人情報が洩れたら 、 と いう 指摘については、 私

も Googleにいた時に感じ たこ と があり ます。 向こ う と 違

っ て日本はどう し ても コ ンプラ イアンス優先で、 事前準

備を整え過ぎるこ と がスピード を遅ら せています。

遠藤　 日本はガバナンスや実行面に課題があると 思いま

す。 初めに年次計画を出し て予算契約し て、 それに従っ

てやっ ていく 。 当然スピード 感に欠け、 ガバナンスのコ

スト が大きい割に軽視さ れています。 ベンチャ ーは皆リ

スク を恐れていません。 動きが全然違います。

辻野　 今、 働き方改革が盛んに進めら れています。 未病

への取組は働き方改革にも 直接貢献し ていく のでは。

渋谷　 テレワーク は働き方改革の非常に重要な柱なので

すが、 先日、 大手食品メ ーカ ーの会長に「 テレワーク を

やる と GDPは上がる のか」と シン プ ルに問われまし た

が、 生産性の向上や経済効果等を常に意識し ながら やっ

ていく こ と が重要だと 思いまし た。

マヨ ラ ン　 日本の企業を相手にし ていて日々痛感し てい

るのが、 データ ヘルスにも 通じ ると 思いますが、 データ

漏洩に対する過剰な恐怖感です。 働き方改革の一番簡単

な方法はテレワーク だと 思いますが、 社員が外から 電話

会議に入れるか、 データ にアク セスでき るかと いう と 、

日本の大企業はほと んどできません。 私たちは７ ～８ 割

の仕事がモバイルでできている。 ミ ーティ ングに行く の

は日本の企業だけです。 メ リ ッ ト と リ スク のバラ ンスを

どう 取るかが重要で、 イノ ベーショ ンにも 直結し ます。

久野　 エビデンスベースでは、 心臓病や脳卒中、 心筋梗

塞の患者さ んの予後で、 血管の中にステント を入れた人

たちより も 、 スポーツ・ 運動療法の方が効果が高いと い

う のが出ています。 と こ ろが日本のフ ィ ッ ト ネスク ラ ブ

などでは、 心筋梗塞を起こ し た人は基本的に事前チェ ッ

ク で受け入れ拒否です。そう し た面で健康格差をなく し 、

日本のどこ に住んでも 同じ よう なサービスを受けら れる

仕組みをつく っ ていく こ と も 大事です。

山本　 働き方改革と 関連し て、 健康経営、 健康自治と い

う キーワード があり ます。 発症し ていても 認識がない、

医療へのアク セスがない、 治療がきちんと 始まっ ていな

いのも 未病です。 こ れを踏まえた健康経営と なると 、 例

えば通院にかかる時間、 保健指導にかかる時間は勤務時

間なのか否かと いう 話も 含めてパラ ダイムシフ ト を進め

ていかねばなり ません。

水野　 実際に私たちも 計測会を行っ ていますが、 来てい

ただいた時のデータ は同意取得でいただけても 、 普段の

生活のデータ は同意取得範囲外で、 う まく データ 連携で

きません。 マイナンバー制度に非常に期待し ていたと こ

ろも あり ますが、 そこ も なかなか浸透し てきてません。

　 ですから 、 今、 神奈川県が行っ ているマイ M E-BYOカ

ルテで電子母子手帳から それを やっ ていく 意味は大き

く 、 そう いう 記録の習慣が皆さ んにリ テラ シーと し て入

っ ている可能性を評価し たいと 思います。

遠藤　 私がやっ ているこ と は今までは社会福祉のサービ

スを受ける側であっ た障がい者の方々が、 も っ と 大きな

納税者になっ ていく と いう よう なプロセスを生み出し て

いく 過程の１ つになるのではないかと 思っ ています。

働き 方改革と 健康促進を結ぶ
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ランチタ イムプレゼンテーショ ン

1 0 月2 0 日

10 月2 1日

東京大学大学院 医学系研究科音声病態分析学講座 
特任研究員

音声から 感情や病気の
状態を知る技術

光吉 俊二

株式会社Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ
サービスイ ノ ベーショ ン部

Io T を駆使し て新し い
スマート ハウスをつく る

堀口 賞一

東京大学大学院 医学系研究科音声病態分析学講座 
特任準教授

スト レス状態を可視化する
M IM OS Y S（ ミ モシス）

徳野 慎一

東京大学医学部付属病院臨床研究支援センタ ー
糖尿病・ 代謝内科特任助教

メタ ボ指標で健康群の中にいる
メタ ボ高リスク群にもアプローチ

岸 暁子

　 音声から 感情、 病気の状態を可視化すると いう 技術を

紹介し ます。 私たちは最初に、 感情単語223をラ べリ ン

グし 、 ４ つの色に分け、 縦軸に脳内伝達物質及びホルモ

ン等を記し 、 横軸に心と 体に関係する図を描き、 関係マ

ト リ ッ ク スを構築し まし た。 脳内伝達物質がどのよう に

動けば感情が生成さ れるのかも 調査し ていきまし た。

　 次に声から の識別は、 試行錯誤の上、 本音と 建前を声

から 分離するこ と により 、 その人の感情状態と 、 抑制さ

れている状態を見るよう に試みまし た。

　 こ れを工学技術に落と し 込み、 声から コ ンピュ ータ が

発話者の感情、 特に脳の状態がどう なっ ているかをビジ

ュ アルにする研究をし まし た。 現在はこ う し た技術は、

ソ フ ト バンク のペッ パーと いう ロボッ ト や、 任天堂DS、

宇宙ステーショ ンなど、 JA X A の研究にも 応用さ れてい

ます。

　 今、 私たちが考えている「 IoTスマート ホーム　 住むこ

と で生活・ 暮ら し をサポート し てく れる家構想」は、 家

中のさ まざまなIoT センサーや家電等をク ラ ウド と 直接

接続し 、 収集し たデータ を元に、 家自身が快適な暮ら し

をサポート するも のです。 技術の核にし ている「 デバイ

スW ebA PI」は、 さ まざまなデバイ スから 得た情報を汎

用的なW eb技術で扱える よう にする も のです。 オープ

ンソ ースで提供し ていますので、 お手元のデバイスをク

ラ ウド につなぐ と すぐ に、 ご活用いただけます。

　 も う １ つド コ モが進めているのが「 ド コ モA Iエージェ

ント 基盤」です。 あら ゆるモノ に対話型A Iサービスを提

供し 、 さ まざまなパート ナーの方々と 一緒にサービスを

つく っ ていく も のです。 今、 新たなプロジェ ク ト を公開

し ており ますので、 ぜひSEBA ST IEN（ セバスチャ ン）

で検索し てみてく ださ い。

　 先ほどの光吉先生の技術を応用し 、 M IM OSY S（ ミ モ

シス）と いう スト レス状態を可視化する技術を一緒につ

く り まし た。 昨今スト レスが問題になっ て、 いろいろな

スク リ ーニング技術があり ます。 例えば針を刺さ れて血

を採ら れるのは皆さ ん嫌ですよね。 我々が使っ ている声

の評価は、 全く 痛く ない、 非常に簡単、 し かも 遠く から

監視ができます。 特徴はまず声から 感情を拾い、 そこ か

ら バイタ リ ティ 、 メ ンタ ルアク ティ ビティ など人間的な

ジャ ッ ジができるよう になっ ているこ と です。

　 実はこ のシステムはも う 、 一部事業展開が始まっ てい

ます。 M IM OSYSアプリ はスマート フ ォ ンにも すぐ にダ

ウンロード でき、 安い。 さ ら にリ ポーティ ングバイ アス

と いう 、 人間特有の嘘も 入り ません。 し かも 医学的なエ

ビデンスに基づいています。 Google Playから ダウンロー

ド できるので、興味のある方はぜひ使っ てみてく ださ い。

　 東京大学COI（ センタ ーオブイ ノ ベーショ ン ）自分で

守る健康社会拠点のプロジェ ク ト について紹介し ます。

　 日本医療データ センタ ーのデータ を2011年から 2015年

まで解析し たと こ ろ、 健康群の中でも 半分く ら いはすぐ

にメ タ ボリ ッ ク シンド ロームを発症するこ と が分かり ま

し た。 さ ら に、 2012年にメ タ ボでなかっ た健康群が2015

年にどのく ら いメ タ ボになっ たかを調べたと こ ろ、 メ タ

ボ群と 健康群を行っ たり 来たり し 、 その結果メ タ ボだっ

た方だけを対象にするのは難し く 、 やはり 両方の群を対

象にし ないと 底上げにはなら ないと 考えています。

　 私達が考えているカ ラ ダ予想図は、 医療の専門家が将

来の健康をサポート するプログラ ムであり 、 個人ごと の

現在・ 将来の健康リ スク を可視化すると と も に、 個人の

生活習慣や嗜好に基づき、 A I等を活用し アド バイスを自

動化するも のです。
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M E -B Y Oと 行動変容

　 本セッ ショ ンは「 未病改善に取り 組むほど報われる社

会の構築」を目指し 、 議論し ていき ます。 個人にと っ て

健康寿命の延伸、 積極的な社会参加は長期的な幸福感の

最大化の基礎と なり 、 一方で社会参加によっ て広い意味

で生産者と し ての役割が果たせます。 企業にと っ てはビ

ジネスチャ ンスの拡大であり 、 潜在的な需要を顕在化さ

せるこ と が経済全体の活性化につながり ます。 政府・ 自

治体にと っ ては医療・ 介護費用の削減、 産業の創出・ 育

成、 雇用、 税収の増加などが利点と なり ます。

　 課題と し て、 誘因の付与があり ます。 経済的あるいは

非経済的な誘因が、 人々の行動、 努力も 含めた取組に、

どう 影響を与えるか。 人々の行動の変化がどのよう な医

学的な効果、 経済的な効果を持つか。 市場と 政治と 社会

の３ つのシステムにおける行動原理を踏まえた上で、 誘

因の行動への影響を考えていこ う と 思っ ています。

　 予防健康づく り については、 特定健診、 特定保健指導

が行われているこ と に加え、 今、 国をあげて立ち上げ中

の新プロ ジェ ク ト 、 データ ヘルス計画があり 、 全国約

3000の保険者ごと ににレ セプト を 集積、 ビ ッ グデータ

解析を行っ て効率的な保険事業計画を立てています。 保

険者から 個人へは、 予防や健康づく り の行為を行っ た場

合、 ヘルスケアポイ ント を付与できるこ と になり 、 全国

でさ まざまな工夫が始まっ ていると こ ろです。

　 国から 保険者への支援については、 ２ 年前から データ

ヘルス・ 予防サービス見本市を開催し 産学官連携を進め

ると と も に、 特定健診、 保健指導の実施率の公表ほか、

保険者への経済的・ 経営的なイ ンセンティ ブ付与を推進

し ています。 また、 民間主導の日本健康会議により 、 い

わゆる横展開で、 職場や地域でのより 具体的な対策を推

進し ていく こ と を目指し ています。

　 三島市では平成23年度から「 スマート ウエルネスみし

ま」の取組を始めまし た。

　 この取組には３ つのキーワード があり ます。１ つ目の「 エ

ビデンス」では、 筑波大学の研究から 生まれたe-w ellness

を導入し「 健幸運動教室」を実施、 すべての参加者の体力

年齢の若返り が確認さ れています。 ２ つ目の「 スマート 」

は健康無関心層へのアプローチで、 楽し みながら 結果が

出せる企画「 脂肪燃えるんピッ ク 」を実施。 体脂肪の減少

量をチームで競います。 ３ つ目は事業所と の協働を進め

る「 コ ラ ボレーショ ン」で、「 出張！健幸鑑定団」と し て多

く の人が集まる場所に出向きます。

　 こ う し て運動・ スポーツを一定期間継続するこ と でさ

まざまな面から 有効な結果が得ら れまし た。 こ れを習慣

化するこ と で生活習慣病の改善や予防、 医療費の抑制や

健康寿命の延伸につなげていきたいと 考えています。

　 行動変容と は、 知識があっ て、 意識が動いて、 実践す

る こ と（ K A P＝K now ledge, A ttitude, Practice）。 し か

し 現代人の悩みはわかっ ている、 意識し ている、 し かし

行動に移せないと こ ろ にあり ます。 私たちの大学では、

未病を改善する栄養サポート センタ ーをつく り 、 認知行

動療法を使っ て、 効果があがっ ています。

　 未病を改善するための行動変容を起こ すには、 提案が

あり ます。 １ つ目は正し い科学的エビデンスを適正に発

信、 伝達する、 受け取るこ と 。 ２ つ目は、 正し い情報と

個人に適正な情報のマッ チングで、 ビッ グデータ と A I

を使っ て未病対策の個別化をするこ と 。 ３ つ目は情動的

共感を付け加えるこ と 。 脳が納得し 、 心が揺さ ぶら れ、

そし て筋肉が動き、 体が動き、 さ ら に環境が動く 。 こ の

よう な心に訴える物語を、 産官学連携で創出する必要が

あるのではないかと 私は考えます。

慶應義塾大学 経済学部教授

●モデレ ータ ー 塩澤 修平
厚生労働省大臣官房審議官　

●パネリ スト

加入者、 保険者それぞれに
インセンティ ブ推進の取組

佐原 康之

静岡県三島市副市長

●パネリ スト

健康寿命延伸に向けた
三島市のウエルネス事業

梅原 薫
神奈川県立保健福祉大学学長
公益社団法人日本栄養士会名誉会長　

●パネリ スト

未病改善の行動変容を
起こ さ せる物語

中村 丁次

セッ ショ ン 4
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　 W HOが先ごろ発表し たICOPE（ 高齢者のための総合

ケア）ガイド ラインは、 エビデンスベースの高齢者ケアの

方向性を示し たも ので、 高齢者の健康状態の包括的な評

価の方向性と 、 高齢者に対する総合ケアの提供について

まと めています。 総合ケアは３ つのモジュ ール（ ５ つの

内在的能力を維持するための介入、 老年性の症候群に対

する介入、 介護者の役割と 介護者への支援）に分かれ、

食事、運動など具体的に推奨さ れるケアが付さ れています。

包括的な評価は医療従事者と 高齢者が共有し 、 複数の要

素から なるプラ ンをつく り 、 プラ ンの実施には自己管理

も 入り ます。 家族や地域が協力し 、 高齢者ができるこ と

を支え、 内在的能力を維持できるよう にし ていきます。

　 エビデンスは非常に厳密なも ので、 実現可能性も 評価

さ れています。 それに基づき推奨さ れるケアは、 未病に対

する取組にも重要だと 思います。

EU 老年医学会（ EU GMS） 次期会長／ガイ ズ・ アンド ・ セント ト ーマス N H S
財団ト ラ スト 名誉コ ンサルタ ント ／キングスカ レ ッ ジロンド ン名誉教授

●パネリ スト

未病と 結びつく
ICOP E ガイ ド ラ イ ン

F inbar r  M ar tin

塩澤　 ２ 年前の第1回サミ ッ ト で話題と なっ た、 未病へ

の取組が報われる保険が本当に実現し まし たね。

桜井　 はい、「 あるく 保険」には２ つ新し い点があり ます。

1つはウェ アラ ブル端末で取っ たデータ を使う こ と 、 も

う 1つは歩行と いう 行動に対し てキャ ッ シュ バッ ク をす

る点です。 アプリ の不正使用対策については先進技術を

持つ企業と 連携し 、 開発し まし た。 歩数と 健康状態につ

いての関係も 統計的な分析に基づいて、 キャ ッ シュ バッ

ク の金額の妥当性を算出し まし た。 保険の開発には主務

官庁の認可がいり ますから 、 こ の保険の意義等をし っ か

り と ご説明し て、 相当時間がかかり まし たが認可を取る

こ と ができまし た。

佐原　 こ れはと ても 新し い試みで、 我々と し ても どのよ

う に進んでいく のか非常に興味を持っ ていると こ ろです。

加入後の健康効果も 、 ぜひ検証し ていただきたい。

中村　 こ の２ 年間に私の領域では著し く 変わっ たこ と が

２ つあり ます。 研究においてはRCT（ ラ ンダム化比較試

験）の限界が見えてき て、 ビッ グデータ の観察研究の方

が有効であると 分っ てきまし た。 保険に関するエビデン

スも観察研究の中から導き出し ていけば良いと 思います。

　 教育では、 連携教育で未病に対応できると わかっ てき

まし た。 連携教育と はいろいろな専門職が手をつないで

1人の患者さ んに連携し て対応し ていこう と いう 概念です。

マーティ ン　 私が感銘を受けたのは、 ２ 日間のディ スカ

ッ ショ ンで何度も「 ビッ グデータ が使える」と いう 話が出

たこ と です。 インセンティ ブを与えて保険会社が保険料

を下げていく のも 賞賛すべきこ と です。

佐原　 データ ヘルスに向け、 全国から 集まっ てく るレセ

プト や健診の膨大なデータ は、 今までは上手く 使えてい

なかっ たのですが、 ビッ グデータ の解析技術が整備さ れ

てきまし たので、 来年度から 本格稼働し ます。

梅原　 三島市も 国民健康保険の被保険者の健康状態のデ

ータ は持っ ています。 今後は分析結果を積極的に利用し

て政策を打ち出すこ と が必要だと 思っ ています。

中村　 ただ、 健康情報のデータ と いう のは非常に巨大に

なっ て多様化し ています。 使う 前に解釈がきちんと でき

る専門家が必要です。

東京海上日動あんし ん生命保険株式会社　
常務取締役　

●パネリ スト

歩き 続けると 保険料が
安く なる医療保険

桜井 洋二

　 東京海上グループでは社員の健康増進で培っ たノ ウハ

ウを活用し て、 健康経営に取り 組む企業を支援し 、 地域

経済の活性化に取り 組んでいます。 そし てこ の度、 個人

の健康増進を支援する「 あるく 保険」を開発し まし た。 こ

の保険に加入いただく と 、 ウェ アラ ブル端末を追加料金

を頂く こ と なく お貸し し ます。毎日の歩数をカウント し 、

達成状況に応じ て２ 年後に所定の金額をキャ ッ シュ バッ

ク し ます。 また、 アプリ で体重や睡眠等の管理、 将来の

生活習慣病の発症確率のシミ ュ レーショ ンも できます。

　「 あるく 保険」はウェ アラ ブル端末と モバイル端末と 保

険の組み合わせによっ て誕生し まし た。 今後、 ウェ アラ

ブル端末はテク ノ ロジーの進化に伴い、 心電波形や血糖

値と いっ たバイタ ルデータ の常時計測も 可能になると 考

えら れ、 個々人の健康状態に応じ た効果的な未病改善ア

ド バイスも できるよう になると 想定さ れます。

パネルディ スカッショ ン

こ の2 年間の社会の進化のスピード

（ フィンバー・ マーティン） 



22

ME-BYO Summit 
Kanagawa 2017

佐原　 厚労省を見ても 、 こ う し た情報系のデータ を扱え

る人はそんなにいなかっ たし 、 今は順次増やし ています

が、 多く はあり ません。 恐ら く 県庁や自治体、 市町村も

同じ 状況のはずです。 アカデミ アの人や産業界の人と う

まく 連携し ていかないと 、 差し 迫っ たニーズに的確に対

応し ていく こ と はできないと 思います。

塩澤　 中村学長は「 心に訴える物語」と 言っ ておら れまし

たが、 三島市の取組も 非常にユニーク です。

梅原　「 健康は大事ですよ、 健康になるこ と が社会貢献

になり ます」と いく ら お話し し ても 、 行動変容にはつな

がり ません。 やはり 最大のテーマは、 健康と いう も のに

関心がない方にどう やっ て関心を持っ ていただく かと い

う 点を工夫し ています。

マーティ ン　 英国で行われているも のに、 似たも のがあ

り ます。 プールや公園、 レジャ ーセンタ ー等で行われる

運動に当局から インセンティ ブが出ます。 自治体はそう

し たレジャ ー会社などと 契約を結びます。 今まで入れな

いと 思っ ていた人も 参加できるよう にするわけです。

梅原　 高齢者が単身で健康づく り イベント に参加するの

はハード ルが高い。 家族が誘う 、 隣近所の付き合いで行

く と いっ たきっ かけが、 大事な要素になり ます。

佐原　 厚労省は地域包括ケアにおいて、 地域単位で高齢

者を中心にし て支える仕組みづく り を呼びかけています。

介護のこ と も あり ますが、 健康づく り と 居場所づく り 、

まちづく り と の連携も 必要です。

マーティ ン　 英国では高齢者の転倒を防ぐ 運動を進める

際に、 強度の高いト レーニングのエビデンスはあるが、

それを指示できる十分なインスト ラ ク タ ーはいませんで

し た。 ローカ ルの市町村グループでも っ と 強度の低い、

簡易な運動は行われていますが、 それではエビデンスが

ないと 、 揉めた経緯があり ます。

中村　 科学的エビデンスがあると かないと かと いう のは、

実は確率論で有意差があるかないかを見ているのです。

現象をより 正確に分析し ているだけで、 世の中の真実を

解明し ているのではないのです。

マーティ ン　 も ちろんその通り です。 戦略的に、 そう し

た運動がどれく ら い受け入れら れやすいか、 どの程度の

変化のスケールが実現できるかを見るべきです。

佐原　 すべて同じ こ と をやる必要はないので、 それぞれ

の地域で合っ た取組を、 できるこ と から やっ ていく こ と

が非常に大切だと 思っ ています。

中村　 ぜひ地方自治体や行政の政策担当部署に、 神奈川

県立保健福祉大学がつく るヘルスイノ ベーショ ンスク ー

ルの卒業生を活用し ていただきたい。 科学は普遍不動な

も のではあり ません。 最新の科学をマスタ ーし ている人

たちを行政の中に入れていく のは、 と ても 大事だと 思い

ます。

塩澤　 知事にも 一言、 コ メ ント をお願いし ます。

黒岩　 イ ンセンティ ブについては、 私も さ まざまに考え

てやっ ているのですが、 なかなか上手く いきません。 や

ら なかっ た場合には損をするよう な、 逆インセンティ ブ

は付けら れないも のでし ょ う か。

梅原　 知事がおっ し ゃるよう に、 インセンティ ブを与え

るこ と が難し ければ、 自然に歩いてし まう 仕掛けを工夫

する考え方も あり ます。「 ガーデンシティ みし ま」と いっ

て、 三島は水と 緑が非常に多いのですが、 それに花を加

えて都市の品格を上げよう 、 いろいろな人に来ても ら い

交流を深めて活性化につなごう と 取り 組んでいます。 現

実に今、 中心市街地の商店街でシャ ッ タ ーを下ろし てい

る商店はほと んどあり ません。 そんな状況の中で、 歩い

て買い物に行ける魅力ある店舗が増えてきており 、 そこ

に行っ て買い物し たいと いう 気持ちを起こ さ せる、 その

結果歩く と いう こ と につながっ ています。

中村　 数年前から 世界のリ ーダーが提唱し ている「 最初

の1000日の栄養」と いう 運動があり ます。 妊娠10カ 月を

含んだ２ 歳の誕生日までの栄養で、 一生にわたり 健康に

なるか不健康になるか決まると いう のが、 ほぼわかっ て

きまし た。 健康の問題と いう のは生まれてから 死ぬまで

ではなく 、 命は連続し ている。 健康維持は自分自身のた

めでも あるし 、 次の世代の問題でも あるのです。

マーティ ン　 私も 中村先生のおっ し ゃるこ と に賛成です。

こ の人生を通じ てのアプローチと いう こ と です。

　 私はエイジングライフ チームコ ースの代表と し てW HO

から 来ていますが、 こ のチームは非常に積極的に神奈川

県と 協力をし たいと 望んでいます。 特に内在的能力の評

価に関し まし て、 ぜひ未病プロジェ ク ト を結び付けてや

っ ていきたいと 思います。

行動変容に結びつく「 物語」と は
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黒岩　 今回、 ２ 回

目のM E -BYOサミ

ッ ト は非常に質の

高い、 そし て深い

議論が行われて、

進化を痛感し まし た。 こ れを次につなげていく こ と が非

常に重要です。 統括セッ ショ ンでは、 まず松本実行委員

会委員長、 宮田神奈川県顧問から 発表し ていただき、 続

いて各セッ ショ ンから 報告をいただきます。

松本　 少子高齢化の下、 増え続ける高齢者を減り 続ける

生産人口でどう 支えていく かが問題視さ れていますが、

2025年、 団塊の世代が後期高齢者になっ ても 、 前期高齢

者（ 元気高齢者と 考えても 良い）がき ち んと 働けば、 3.7

人で１ 人支えれば良い計算で、 決し て日本がどんどん困

難な状況になっ ているわけではあり ません。

　 今後は健康投資と 個別化医療のせめぎ合いの中で、 未

病をどう 考えていく かです。 我々は今、 未病指標を構築

し よう と し ています。 そこ には、 レギュ ラ ト リ ーサイエ

ン スの考え方を き ち んと 持ち 込むこ と が必要ですし 、

W HOと 一緒にオープンなディ スカッ ショ ンをすること も

重要です。 未病の改善は社会を変えます。 重要なのは医

療関連データ 等から 得ら れる科学的な知見を活用し たモ

バイルヘルスや未病産業をどう 育成し ていく かで、 こ れ

を社会システムと し て成熟さ せていく こ と が必要です。

宮田　 私は神奈川県の顧問に加え、 今月から 厚生労働省

参与にも 任命さ れまし た。 そう し た中で人工透析の問題

を 例に出し ますと 、 年間総額で1.5兆円の医療費がかか

っ ており 、 国保改革が非常に重要になっ てき ています。

厚生労働省の中に重症化予防（ 国保・ 後期広域W G）がで

き、 市町村レベルにまで落と し 込んだ糖尿病対策が議論

さ れ、 神奈川県でも 推し 進めていると こ ろです。

　 未病と いう 健康と 病気のグラ デーショ ンを見える化し

ていく 過程と 、 こ う し た政策は矛盾し ませんから 、 関係

団体と 連携をし ながら 、 健診データ と 合わせビッ グデー

タ の解析も し 、 保険者データ を活用し ていこ う と し てい

ます。 熱意をカタ チにし ていく 。 そう し た中でし っ かり

と プログラ ムを策定し てやっ ていく 。 神奈川県では未病

指標も 将来的には保険者努力支援制度に何と か盛り 込も

う と いう こ と で、 提言し ていきたいと 考えており ます。

　

鄭　 セッ ショ ン１ では次の３ つのこ と を議論し まし た。

　 まず第１ の、 どのよう な未病指標をつく るかについて

は、 個人ごと のも ので、 連続的で、 健康から 病気まです

べてを含み、 ダイナミ ッ ク かつ、 学際的な観点が入っ て

なければいけない。 指標の指向すると こ ろは社会変革で

あると いっ た特徴が出さ れまし た。

　 第２ に科学的エビデンスには従来の統計手法だけでは

足り ずビッ グデータ をう まく 活用する必要がある、 さ ら

に新し い統計手法の開発が必要だと いう 話になり まし た。

　 ３ 番目に、 未病指標の利活用と し て、 基本的には個人

ごと の将来予測をし ていく 。 それに基づきA Iやビッ グデ

ータ 等を用いて個々にアド バイ スする。 また、 個人化さ

れたインセンティ ブや、 フ ィ ード バッ ク も 必要です。 そ

う し て初めて健康が自分ごと 化さ れて、 最終目標の行動

変容により 効率よく つながるだろう と いう こ と でし た。

鈴木　 セッ ショ ン２ は県立保健福祉大学にヘルスイノ ベ

ーショ ンスク ールの設立準備が進展し たこ と を踏まえ、

スク ールの役割と 教育内容について議論し まし た。

　 来ていただける学生さ んの研究・ 教育に加えて、 患者

の皆さ ん、 県民、 コ ミ ュ ニティ 、 そう し た人たちをエン

パワーし ていく こ と が大事だ。 インプッ ト より も アウト

プッ ト に重きを置き、 具体的なイノ ベーショ ンを起こ し

て先に進めていく と いう 人材像を明確にし た教育プログ

ラ ムが良いのではないかと いう 議論があり まし た。

　 そう し て神奈川から グローバルに通用する研究成果、

総括セッ ショ ン

M E -B Y O 未来社会の創造に向けて

「 未病」で健康・ 医療イ ノ ベーショ ンへ

国の方向性と 国保改革について

M E -B Y Oと 人材育成について

M E -B Y O の可視化と 科学的エビデンスについて

●モデレ ータ ー

黒岩 祐治
名誉実行委員長 
神奈川県知事

●パネリ スト

松本 洋一郎
実行委員長 国立研究
開発法人理化学研究所
理事

●パネリ スト

宮田 俊男
神奈川県顧問 
日本医療政策機構理事 
厚生労働省参与

●パネリ スト

鄭 雄一 
東京大学大学院工学系
研究科・ 医学系研究科教授
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教育を世界中に広げていけるのではないか。 エコ システ

ムを意識し た人材育成、 オープンに国内外の企業、 アカ

デミ ア、 国際機関などと の連携が必要ではないか。 社会

的な課題と 技術的、 科学的なイノ ベーショ ンを目指す人

材育成を行おう と いう こ と が話し 合われまし た。

辻野　 セッ ショ ン３ では２ 年前に未病サミ ッ ト 神奈川宣

言を採択し てから の発展にフ ォ ーカ スし た具体的な発表

の後で議論をし まし た。 大変活発に自由闊達な議論があ

り 、 と ても 全体を網羅できませんが、 データ ヘルスの進

捗については久野さ んから 、 方向性は良いが人材が足り

ない、 人材育成の余裕がないと いっ た指摘があり 、 ソ リ

ュ ーショ ン と し てA I活用し かない、 政策提案まででき

るA Iの開発を行っ ていると いっ た話があり まし た。

　 イノ ベーショ ンを切り 口にし た議論も 盛り 上がり 、 山

本さ んから は、「 やるやる詐欺、 やれやれ詐欺、 あれ俺詐

欺」と いう ワード も 飛び出し 、 起業家と し ての苦労がし

のばれるエピソ ード も 出まし た。 最後に働き方改革と 絡

めた活発なご意見をいただき、 会場の土屋先生から は子

ども の教育の重要性と 、 医者や教育者の働き方改革こ そ

優先すべきだと いっ たご指摘をいただきまし た。

塩澤　 セッ ショ ン４ ではどう いっ たこ と をすれば人々の

行動は変わるのかを、 それまでのセッ ショ ンの議論等を

踏まえて議論し まし た。 目的は少子高齢化対策、 Society 

5.0にあっ て、 一人ひと り が幸福に生きるこ と ができ、 持

続可能な社会の構築を目指すこ と です。

　 最初は国の取組と し て、「 健康日本21」や「 スマート ・ ラ

イ フ ・ プロジェ ク ト 」を紹介、 自治体から は三島市にお

ける取組、 アカデミ アの立場から は行動変容段階モデル

を示し ていただき、 具体的な提案や議論の問題提起があ

り まし た。 また２ 年前のセッ ショ ンで、 人々の行動に対

し て何か誘因に当たる保険をつく り たいと いう 議論が出

たのですが、 こ の２ 年間でそれが具体化し て、「 あるく 保

険」の試みが紹介さ れまし た。 W HOのICOPEについて

も 詳し く 説明し ていただき、 行政と マーケッ ト 、 アカデ

ミ アと の関係について議論いたし まし た。

黒岩　 今回のこ のM E-BY Oサミ ッ ト の大き なテーマは

「 未病の指標化」ですが、指標化はゴールではあり ません。

人々に行動変容を起こ さ せるための手段です。

　 健康から 病気までグラ デーショ ンになっ ている状態を

見える化すると 、 自分で自分の健康がコ ント ロールでき

る。 今までは依存型だっ たも のを独立型に変えていこ う

と いう 、 パラ ダイムシ

フ ト が起きます。 その

ためには、 まず一人ひ

と り が未病指標を使っ

て、 どのよう にし て自

分で自分の行動を変え

ていく かと いう 、 こ こ

が一番の本質的なと こ

ろです。 し かし 、 こ れ

を実際にやっ ていこ う

と すると 大変難し いわ

けです。

　 ですから こ れをどう

動かし ていく のか、 今

日も いろいろな議論の

中で確かにそう だなと 思っ たのが、 未病指標の数字だけ

では人はなかなか動かないと いう こ と です。 皆で何かを

やると か、 皆で頑張ろう と か、 そう いう コ ミ ュ ニケーシ

ョ ンの中で物事は進んで行く のではないか。

鄭　 未病指標を連続的なスケールの中で数字と し てはじ

き出すのは、 第一段階だと 思います。 その上でこ れを自

分ごと 化し ていく ためには、 VRやA Rを使っ て、 例えば

３ 年後の未来はどう か、 こ のよう にし たら どれだけ良く

なるのかと いっ たこ と を、 その人にと っ て一番心に訴え

る画像などを使っ て示す必要が出てきたと 思います。

未病の指標化で行動変容を起こ す

Io H H でつく るM E -B Y Oヘルスケアについて

M E -B Y O と 行動変容について

●パネリ スト

鈴木 寛
文部科学大臣補佐官
東京大学公共政策大学院
教授 慶應義塾大学教授

●パネリ スト

辻野 晃一郎 
アレックス株式会社
代表取締役社長

●パネリ スト

塩澤 修平
慶應義塾大学経済学部
教授
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　 単にスマート フ ォ ンから 数字が出るだけでは人は納得

せず、 SNSを使いながら でも 専門家から きちんと アド バ

イスがく ると いう こ と 、 さ ら に志を同じ く する仲間づく

り リ テラ シー、 リ スク を予測する、 いろいろなインセン

ティ ブを与える、 こ れら すべてをやら ないと たぶんう ま

く いかないと 思っ ています。

辻野　 楽し く なければ未病は広がら ないのではないでし

ょ う か。 ポケモンGOはGoog leの地図開発を下地と し て

生まれまし たが、 開発責任者は自分の子ども が家にこ も

っ てゲームばかり やっ ている、 何と か外に連れ出せない

かと いう こ と で、 ああいう スマホ上のゲームを考え出し

たのです。 結果的に孫がおじ いさ ん、 おばあさ んを外に

引っ 張り だし て、 ずっ と 家にいて歩けなく なっ ていたお

年寄り が、 そう いう 形で健康を取り 戻し た事例等も ある

そう です。 テク ノ ロジーの未病領域に関する貢献には、

こ んなやり 方も あるので

は。

黒岩　 ポケモ ンGOと の

合体で、 皆で歩こ う と い

う のは神奈川県はすでに

行っ ています。 実際にア

プリ を使っ てポケモンを

探し 回っ て 歩く も ので

す。

鈴木　 エンタ ーテインメ

ント も 含めたコ ミ ュ ニケ

ーショ ンデザイ ンをどの

よう につく っ ていく のか

には、 環境をつく る側の

知恵と ノ ウハウ、 それを

実行するリ ーダーの存在に加え、 市民の主体性、 リ テラ

シーが重要で、 やはり 最後は市民が行動変容し ていかな

いと いけません。 こ う いう 新し いコ ミ ュ ニケーショ ン、

そし てそこ から 生まれる行動変容のサイエンスと いう の

は、 今はまだないのです。 そう いう チャ レンジを我々が

できると いう のは、 非常に楽し みだと 思います。

塩澤　 やはり 一人ひと り が変わっ ていかないと いけない

のですが、 何によっ て人が変わるかと いう こ と を考えな

いと いけないと 思います。 金銭的な物も あるし 、 生きが

いや楽し み等も あり ますが、 無関心層を取り 込むのは自

治体や国だけではだめですし 、 民間企業だけでも 、 アカ

デミ アだけでも だめです。 それぞれの持つ強みを生かし

て、 連携し て個人の行動を変えていく 。

宮田　 まさ に個人の行動をどう 変容し ていく のかと いう

のは非常に重要な視点で、 単に100歳まで生き ると いう

だけではなく 、 そこ に生きがいや楽し さ が必要であろう

と 思います。 知事のおっ し ゃるよう に、 県庁だけではな

く 、 企業も なかなかやら ないのですが、 と ある上場企業

では各部局で玉入れ競争をさ せたら 、 お互い競争し て楽

し く 健康になる効果が上がっ たそう です。 人間のそう い

っ た認知行動療法的な科学と アナログを組み合わせて、

ぜひスマイル100歳社会を目指し てほし いと 思います。

松本　 非常に包括的な議論ができたと 思っ ています。 た

だ未病指標をどう つく っ ていく かと いう と こ ろで、 どの

指標を超えたら 病気だと 認定するのかと いう と こ ろは、

かなり 慎重に議論をし ながら 決めていかないと いけませ

ん。 単なる健康診断の値だけではないわけです。 やはり

個人の特性に根差し た指標と いう も のまで踏み込んでい

かないと 、 合理性のあるも のになら ないのではないか。

　 それから 人材育成については、 日本の教育は18歳から

22歳で教育が終わり 、 後はOJTでやっ てく ださ い、 社会

人は知り ませんと いう こ と になるのですが、 今回つく ら

れるイノ ベーショ ンスク ールは、 常に社会と インタ ラ ク

ティ ブに回っ ているよう な形で、 当然e-Learningも 使い

ますし 、 リ カレント 教育も きちんと やっ ていく オープン

スク ールであっ て、 どう 作り 込んでいけるかが大きな問

題であると と も に、 楽し みにし ています。

　 行動変容と いう のは非常に大きな問題で、 実は理研に

A Iのセンタ ーができ まし たが、 そこ で一番重要視し て

いるのはA Iと 社会の関連の問題です。 極めて悪く 言う

と 、 洗脳の方向まで議論は進んでいきます。 その辺り を

どのよう にコ ント ロールし ていく のかも 重要になっ てく

るでし ょ う 。 未病と いう こ と を考えた時に、 やはり 私益

と 公益の競合までき ちんと 考えていかないと いけない。

だから こ そM E-BY Oサミ ッ ト で議論し た方向で、 神奈

川県がきちんと 引っ 張っ て行く こ と の重要性が出てきた

のではないかと 思っ ています。

鄭　 少し 補足し ますと 、 今回、 未病指標の要求特性のよ

う なも のは、 ある程度明確に決まっ たと 思います。 その

一方でどのよう につく るかについてはW HOのこ れまで

エンタ ーテイ ンメ ント 性を盛り 込む

未病指標の実現に向けた次なる一歩
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の経験が非常に重要で、 彼ら は内在的能力を５ つのド メ

インに分けています。 実はこ れは我々が今までやっ てき

たこ と と も かなり 共通すると こ ろがあるので、 こ こ はし

っかり と W HOと タ ッ グを組んで、 研究段階から 一緒にや

っ て、 と も に結果を出し ていきたい。 そう いう 関係性が

今回し っ かり と つく ら れたのではないかと 思っ ています。

黒岩　 私も 話を聞きながら 、 M E-BY Oのコ ンセプト と い

う のは1つだけではなく て、 いろ いろ な要素が複合し て

いると 実感し まし た。 例えば気持ちが落ち込むと 具合が

悪く なっ てく る、 本当は具合が悪いけれどおいし いも の

を食べてゲラ ゲラ 笑っ たら 良く なっ てく る。 内在的能力

が５ つに分けら れると いう 話があり まし たが、 全部リ ン

ク し て動いているのではないだろう か、 それが人間なの

ではないのかなと 思いまし た。

鄭　 先ほどマーティ ン博士も おっ し ゃっ たよう に、 それ

ぞれは独立し たド メ インですが、 それぞれにインタ ラ ク

ショ ンがある。 １ つは他のも のに影響するので、 １ つで

も 良く すれば他のも のも 良く なる、 そう いう ネッ ト ワー

ク があると いう ふう に考えてよろし いかと 思います。

黒岩　 こ のM E-BYOサミ ッ ト 全体を総括し て、「 M E-BYO

未来 戦略ビジョ ン」の案を取り まと めまし た。 会場の皆

さ まにも お配り いたし ますので、 ご覧く ださ い。 こ う い

っ た形でと り まと めたいと 思いますが、 皆さ ま、 ご賛同

いただけますでし ょ う か。 ご賛同いただければ拍手をお

願いし ます。（ 拍手）それでは壇上の皆さ んと サイ ンをし

たいと 思います。（ 署名）

　「 M E-BY O 未来 戦略ビジョ ン」、 皆さ んの署名が揃い

まし た。 ご協力あり がと う ございまし た。

「 スマイル1 0 0 歳社会」の実現に向けた総力の結集

　 ２ 日間にわたるM E-BYOサミ ッ ト にご参加をいただき、

ご登壇いただいた皆さ まの大変熱の入っ たご議論に感謝

申し 上げると と も に、 ご来場いただきまし た多く の方々

にお礼を申し 上げます。

　 本サミ ッ ト においては、 100歳になっ ても 健康な生き

がいと 笑顔あふれる健康長寿社会の実現に向けて、 個人

や企業、 そし て我々行政などがどのよう に行動し ていく

かを議論し てまいり まし た。 共通認識を得るこ と ができ

た貴重な時間であっ たこ と はいう までも あり ません。

　 先ほど「 M E-BY O 未来 戦略ビジョ ン」と し て承認いた

だいた本サミ ッ ト の成果を 超高齢社会が加速する2025

年に向け、 神奈川をフ ィ ールド に展開し ていかなければ

なら ないと 改めて感じ ています。

　 具体的には健康に関心が薄い方々に個人のラ イフ スタ

イルをどう やっ て見直し ていただく かと いう 最大の課題

について、 未病指標の活用を含めて、 こ の場の皆様と と

も に一つ一つ取り 組んでいきたいと 考えています。 それ

には関係するすべてのプレーヤーが一体と なっ た取組が

重要であり 、 今後と も 皆さ ま方のお力添えを賜り ますよ

う お願い申し 上げます。

ME-BY O サミ ッ ト 神奈川実行委員会 副実行委員長 箱根町長山口 昇士

健康長寿社会の実現に向けて
閉会挨拶
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　 日本は、 現在、 人類がかつて経験し たこ と のない「 超

高齢社会」を世界に先駆けて迎えています。

　 超高齢社会は、グローバルな課題になっ ており 、今後、

日本がどのよう に対応し ていく か世界中の注目が集まっ

ています。

　 今の時代を生きる私たちが、 し っ かり と 未来に向けた

行動を起こ し 、 持続可能な新たな社会システムを創り 出

すこ と で、 次の世代に明るい未来をも たら し ていく こ と

ができるはずです。

　 私たちは、 ２ 年前、 こ こ 神奈川・ 箱根の地で、 未病の

考え方を基軸と し た新たなヘルスケア社会システムのあ

り 方について議論を行い、「 未病サミ ッ ト 神奈川宣言」を

と り まと め、 具体的な取組を進めてきまし た。 そこ で提

唱さ れた「 未病コ ンセプト 」は、 本年２ 月、 国の「 健康・

医療戦略」にも 盛り 込まれ、 社会のあり 方を変えよう と

すると こ ろまで広がっ てきまし た。

　 まさ に、今こ そ、私たち一人ひと り はも ちろん、企業、

アカデミ ア、 行政をはじ めと し た多様な主体が、 それぞ

れの役割をし っ かり と 考え、 具体的な行動を起こ し てい

く と きです。

　 私たちは、 再びこ の神奈川・ 箱根の地に集い、 こ れま

での２ 年間の取組の進展を踏まえ、 100歳になっ ても 健

康で生き がいと 笑顔あふれる 健康長寿社会（「 スマイ ル

100歳社会」）を2025年の目指すべき未来社会に位置づけ、

エビデンスに基づき、 個人の行動変容を促す「 未病指標」

のあり 方や未病改善を支える社会システムについて議論

を行いまし た。

　 そし て、 各プレーヤーの役割と 行動目標を定め、 共通

の認識を持っ て行動し ていく ための戦略ビジョ ンをと り

まと め、 実行し ていく こ と を確認し まし た。

　 いわゆる団塊の世代が75歳以上の後期高齢者と なるこ

と に伴う「 2025年問題」が迫っ てきています。 超高齢社会

の課題が一気に顕在化し 、 現在の社会システムを据え置

いたままでは、 医療や介護などの基幹的制度の崩壊が危

惧さ れます。

　 未来社会を、 現在の社会システムを据え置いた場合の

「 懸念さ れる未来」と 、 新たな社会システムを創出し た場

合の「 あるべき未来」の２ つに分けて描いてみまし た。

　 私たちは、 こ の「 あるべき 未来」を「 目指すべき 未来社

会」と し て行動し ていかなければなり ません。

あるべき未来（ 2 0 2 5 年の目指すべき未来社会）

・ すべての世代が元気で自立し たラ イ フ スタ イ ルを

実践し 、 1 0 0 歳になっ ても 健康で生き がいと 笑顔

あふれる健康長寿社会（「 スマイル1 0 0 歳社会」）

ラ イフ ステージの転換  

高齢者と いう 概念（ 年齢によ る 区分）が変わり 、 生

涯にわたる 学びと 社会参加を 通じ てアク ティ ブな

人生を送るこ と ができる。

個人・ 生活の場が主役に  

未病の状態や将来の疾病リ スク などが見える 化で

き、 専門家や行政のサポート のも と で、 個人が未病

改善に向けたサービス等を主体的に選択し ている。

切れ目ないサービスの提供  

健康・ 医療情報等の活用によ り 、 生涯を 通じ て切

れ目のない医療・ 介護・ 健康づく り サービ ス等を

受けら れる。

最先端の医療や技術が身近に 

最先端の高度な医療や技術が身近になり 、 気軽に

活用でき、 自立し た生活機能の確保に役立つこ と

で、 健康生活の質の向上につながっ ている。

生活の利便性の向上 

IoT、 A I、 ロボッ ト などの技術革新により 、 人口減

少の中で不足する 労働力が補われる こ と で、 支え

る 世代の負担も 軽減さ れ、 生活全体の利便性も 高

まっ ている。

　 2025年の目指すべき 未来社会を 実現する ためには、

既存のシステムに加えて、 健康行動がコ スト ではなく 、

M E -B Y O  未来 戦略ビジョ ン

持続可能な新たな社会システムの創出

個人

専門家

企業

アカ デミ ア

国

自治体

国際機関

行動目標

バックキャスト

行動
変容

情報
活用

人材
育成

未病指標
構築

2025

年 

目指すべき未来社会

目指すべき 未来社会1

新たな社会システムの創出に向けて2
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未来への投資と の考え方を基本に、 専門家や行政のサポ

ート を受けながら 、 個人が日常生活の中で多様な商品・

サービスを主体的に選択し て未病を改善する、 行動変容

を支える持続可能な新たな「 未病改善システム」を構築す

る必要があり ます。 そのためには、個人、企業、専門家、

アカデミ ア、 自治体、 国、 国際機関など、 多様な主体が

一体と なっ て行動し ていかなければなり ません。

　 そこ で、 そのために必要な取組を特に重要な４ つの視

点から 検討し まし た。

2 0 2 5 年の目指すべき未来社会に向けた4 つの視点

　 視点1 ： 未病指標構築

　 視点2 ： 人材育成

　 視点3 ： 情報活用

　 視点4 ： 行動変容

　 未病改善システムの構築に向けて、それぞれの主体（ プ

レーヤー）が自分ごと と 認識し 、 取り 組んでいく べき 役

割と 行動目標を整理し まし た。

●個人= 健康に関するリ テラ シーの向上と 主体的な未病

改善の実践

（ 行動目標）

 ・ 健康に関するリ テラ シーを高め、 未病指標を実装し

た商品・ サービスを活用し て主体的に未病を改善

 ・ 人生100 歳時代を見据えて、 社会参加を含めたラ イ

フ デザイ ンを実践

●企業= 商品・ サービスの質と 企業マインド の向上

（ 行動目標）

 ・ 未病指標を実装し た様々な商品・ サービスを開発し 、

安全性を担保し 有効性を明ら にし て、 個人のラ イ フ ス

テージのニーズに応じ て提供

 ・ 生産性と 健康満足度を向上さ せる健康経営を進め、

従業員やその家族の未病改善やラ イフ デザインの実践

を支援

●専門家（ 医療関係者等） = 専門的知識で個人をサポート

（ 行動目標）

 ・ 企業の商品やサービスの活用も 含め、 個人に身近な

アド バイザーと し て、 未病指標に基づいて、 生活全般

にわたり 幅広に関与し 、 指導

●アカ デミ ア= イ ノ ベーショ ンの創出と 次世代の担い手

づく り

（ 行動目標）

 ・ 未病指標の構築や社会を変革する様々なイノ ベーシ

ョ ンを持続的に創出するための研究を深化

 ・ 次世代を担う 人材育成プログラムを構築し 、 地域に

おける健康づく り やヘルスイ ノ ベーショ ン のリ ーダ

ーと なる人材を輩出

●自治体= 個人の未病改善をサポート する環境の整備

（ 行動目標）

 ・ 住民が地域の中で未病指標を活用し て自然と 未病改

善の取組に参加できる場づく り

 ・ 企業等の商品・ サービスの積極的活用により 個人に

最適な未病改善メ ニュ ーを提供

●国= 次世代社会システムの創出

（ 行動目標）

 ・ 個人の行動変容を促進するインセンティ ブを組み込

んだ保険制度改革の推進、 ビッ グデータ の積極的活用

に向けた環境整備などを通じ て持続的な社会システム

を構築

 ・ 技術や商品・ サービスの開発の促進に向けて、 国家

戦略特区やサンド ボッ ク ス制度などの規制緩和を推進

●国際機関= 世界的に進む高齢化への対応と 情報発信

（ 行動目標）

 ・ 国際社会で活躍する人材の育成を支援し 、 未病に関

する取組を積極的に情報発信

 ・ 未病指標の国際標準化に向けたエビデンス研究と 社

会実装の促進

　 神奈川県は、「 スマイ ル100歳社会」の実現に向け、 新

たな仕組みづく り をリ ード すると と も に、 こ のビジョ ン

を実現するためのエンジンと し て、 以下の取組を進めま

す。

取組の方向性

 ・ 目指すべき未来社会の実現に向けた県と し ての戦略

の策定

 ・ 各プレーヤーに対する働きかけと 連携の強化

具体的な手法

 ・ 県のネッ ト ワーク の活用による未病指標の構築

 ・ 新たな商品等の開発促進に向けたネッ ト ワークの強化

 ・ 地域（ 市町村）や職域（ 企業等）に最適な商品・ サービ

スを導入するためのリ ビングラボなどの仕組みづく り

 ・ ラ イフ デザインの実践を促進する情報基盤の構築

 ・ 未病コ ンセプト 及び未病産業の国際展開に向けたグ

ローバルな連携の促進

 ・ 次世代を担う 人材の育成やシンク タ ンク 機能を担う

教育機関の設置・ 運営

神奈川県のなすべき こ と4

プレーヤーの役割と 行動目標3
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●出展企業等

味の素（ 株）

イ オン（ 株）

（ 株）ブルッ ク スホールディ ングス

（ 株） N TTド コ モ

（ 株）フ ァ ンケル

アルケア（ 株）

（ 株）日本医療データ センタ ー

（ 株）白寿生科学研究所

（ 株）三菱ケミ カ ルホールディ ングス

日本調剤（ 株）

（ 株）エムティ ーアイ

損保ジャ パン日本興亜ひまわり 生命保険（ 株）

TOTO（ 株）

富士通（ 株）

アンフ ァ ー（ 株）

（ 株）ク レディ セゾン

（ 株）ディ ー・ エヌ ・ エー

（ 株）カ ネカ

アサヒ 飲料（ 株）

湘南ロボケアセンタ ー（ 株）

富山県

さ がみロボッ ト 産業特区

神奈川県未病産業研究会

●アカ デミ ア

神奈川県立保健福祉大学

東海大学

東京大学

横浜市立大学

横浜薬科大学

国立研究開発法人 理化学研究所

2017年 10月11日（ 水）～13日（ 金）

10： 00～17：00   パシフィコ 横浜

 （ Bio Japan 2017 World Business Forum）

出展数

企業・ 団体…………2 3

アカ デミ ア……………６

市町…………………2 1

来場者数…約1 6 ,0 0 0 名

（ B ioJ a pa n2 0 1 7 来場者）

開催実績

M E-B Y OJ a p a n  2 0 1 7

オープニングセレモニー

M E -B Y O  B R A N D  認定授与

（ アルケア（ 株）・（ 株）ファンケル・（ 株）疲労科学研究所）
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ME-BY Oサミ ッ ト を開催する1 0 月を「 未病月間」と し 、 未病に関する

普及啓発イ ベント や広報を集中的に実施し 、 未病の概念や未病産業の

動向等、 未病に関する様々な取組について普及を図り まし た。

未病月間とは

未病月間を中心に、 県内各所で市

町村と 協働で講演会や体験型イ ベ

ント を実施する「 県民フ ォ ーラ ム」

を開催すると と も に、 市町村等が

開催する健康・ 産業関連イ ベント

に、 未病の概念をPRする ブ ース

を出展する「 ME-BYOキャ ラ バン」

を実施し まし た。

県民フォーラム・ M E -B Y Oキャラバン

ME-BY Oキャ ラ バン

日 時

5 月1 3 日（ 土）、 1 4 日（ 日）

6 月4 日（ 日）

7 月4 日（ 火）

7 月3 0 日（ 日）

8 月6 日（ 日）

9 月5 日（ 火）

9 月1 6 日（ 土） ～ 1 8 日（ 祝）

1 0 月1 日（ 日）

1 0 月7 日（ 土）

1 0 月8 日（ 日）

1 0 月9 日（ 祝）

1 0 月9 日（ 祝）

1 0 月1 4 日（ 土）

1 0 月2 7 日（ 金）

1 0 月2 8 日（ 土）

1 0 月2 8 日（ 土）、 2 9 日（ 日）

1 1 月3 日（ 祝）

1 1 月1 1 日（ 土）、 1 2 日（ 日）

1 1 月1 1 日（ 土）、 1 2 日（ 日）

1 1 月1 8 日（ 土）

1 1 月1 8 日（ 土）、 1 9 日（ 日）

1 1 月1 9 日（ 日）

1 1 月1 9 日（ 日）

1 1 月1 9 日（ 日）

1 1 月2 3 日（ 祝）

1 1 月2 3 日（ 祝）

1 1 月2 5 日（ 土）

1 1 月2 6 日（ 日）

1 2 月3 日（ 日）

2 月4 日（ 日）

3 月2 日（ 金）

イ ベント 名

大和市民まつり

健康フ ェ スタ あいかわ2 0 1 7

清川村健康まつり

サンスタ ーフ ァ ミ リ ーミ ュ ージカ ル

足柄金太郎まつり

こ こ ろ の健康セミ ナー

ヨ ガフ ェ スタ 横浜

チャ レ ンジフ ェ スタ

ピンク リ ボンかながわin鎌倉2 0 1 7

かいせいスポ・ レ ク フ ェ スティ バル

えびなニュ ースポーツフ ェ スタ 2 0 1 7

体力テスト 会

H AK OJ O MARCH E 2 0 1 7

横浜マラ ソ ンEX PO2 0 1 7

健康・ スポーツフ ェ スティ バル

国際未病フ ェ スタ
～ Inte rn a tiona l ME-BY O Festa～

市民の日

よこ すか産業まつり

真鶴龍宮祭

「 健康バス」測定会

城下町おだわら ツーデーマーチ

三浦市民まつり

座間市健康まつり

湘南にのみやふるさ と まつり

山北町産業まつり

大磯町歯及び口腔の健康づく り 推進条例PRイ ベント

生涯現役フ ォ ーラ ム2 0 1 7

まつだ産業まつり

健康フ ェ スタ

保健福祉センタ ーフ ェ スティ バル

「 女性の健康週間」イ ベント（ 仮称）

会 場

引地台中学校等

健康プラ ザ、 文化会館

保健福祉セン タ ーやまびこ 館

文化創造拠点シリ ウス

富士フ イ ルムグラ ウンド

大磯町保健センタ ー

パシフ ィ コ 横浜

大磯町運動公園

大船観音寺

開成水辺スポーツ公園

海老名市運動公園小体育室

逗子アリ ーナ

箱根やすら ぎの森

横浜赤レ ンガ倉庫イ ベント 広場

保健福祉プラ ザ

me-by o  v a lle y  B IOTOP IA
（ ブルッ ク スホールディ ングス大井事業所）

カ ルチャ ーパーク

三笠公園

真鶴港　 岸壁広場

市役所分室

小田原城址公園ほか

潮風アリ ーナと その周辺

座間中学校

ラ ディ アン

山北健康福祉センタ ー

大磯町保健センタ ー

県立保健福祉大学

松田駅北口広場

市保健医療福祉センタ ー

保健福祉セン タ ー

湘南モールフ ィ ル

市町村

大和市

愛川町

清川村

大和市

南足柄市

大磯町

横浜市

大磯町

鎌倉市

開成町

海老名市

逗子市

箱根町

横浜市

綾瀬市

大井町

秦野市

横須賀市

真鶴町

伊勢原市

小田原市

三浦市

座間市

二宮町

山北町

大磯町

横須賀市

松田町

南足柄市

秦野市

藤沢市

未病月間の取組未病月間の取組

県民フォーラム・ M E -B Y Oキャラバン実施箇所
県民フ ォ ーラ ム

日 時

9 月2 日（ 土）、 3 日（ 日）

9 月3 0 日（ 土）

1 1 月2 5 日（ 土）

1 1 月2 6 日（ 日）

3 月1 7 日（ 土）

イ ベント 名

未病を改善!! 目指そう 生涯現役 健康フ ェ アin横須賀

M E-BY Oサミ ッ ト  神奈川2 0 1 7 県民フ ォ ーラ ムin川崎

健康チャ レ ンジフ ェ アかながわ2 0 1 7

健康都市やまと フ ェ ア2 0 1 7 ×未病を 改善する県民フ ォ ーラ ム

未病改善 スポーツイ ベント（ 仮称）

会 場

イ オン横須賀店

川崎商工会議所

ク イ ーンズスク エア横浜

文化創造拠点シリ ウス

県立花と 緑のふれあいセン タ ー「 花菜ガーデン」

市町村

横須賀市

川崎市

横浜市

大和市

平塚市
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未病…健康と 病気を２ つの明確に分けら れる概念と し て捉

えるのではなく 、 心身の状態は健康と 病気の間を連続的に

変化するも のと 捉え、 こ のすべての変化の過程を表す概念

です。

私たちは、人類がかつて経験し たこ と のない超高齢社会を迎えよう と し ています。神奈川県では、「 最

先端医療・ 最新技術の追求」と「 未病の改善」と いう 2 つのアプローチを 融合さ せた取組を 進めるこ

と で、 超高齢社会を乗り 越える「 ヘルスケア・ ニュ ーフ ロンティ ア」と いう 政策を進めています。

W ha t’s“ ME-BY O（ 未病）”？

目指すは、「 スマイル1 0 0 歳社会」

「 未病」をコンセプト に進める県の取組　 ～ヘルスケア・ ニューフ ロンティ ア～

また、 国家戦略特区を活用し 、 こ の二つのアプローチを融

合するこ と により 、 個別化医療を実現し 、 健康寿命を延ば

し 、 誰も が健康で長生き でき る社会を めざし ます。 また、

最先端の医療の分野を切り 拓き、 未病産業や最先端医療関

連産業など新し いビジネスモデルを生み出し て世界に発信

し ます。 こ う し た新たなプロジェ ク ト が「 ヘルスケア・ ニ

ュ ーフ ロンティ ア」の取組です。

国家戦略特区の活用

❶ 「  未病の改善」

心身の状態には、 健康と 病気、 その間に未病

と いう 状態（ グラ デーシ ョ ン 部分）があり ま

す。 健康であり つづけるためには、 こ の未病

を改善し ていく 取組が重要です。

❷ 「  最先端医療・ 最新技術の追求」

iPS細胞のよう に、 日本には世界をリ ード す

る基礎研究が多く あり 、 こ れを革新的な医療

と し て実用化し ていく こ と が重要です。

超高齢社会と いう 課題を解決するための二つのアプローチ

● 超高齢社会に向かう 神奈川

日本は世界で最も 高齢化が進んでおり 、 特に

こ の神奈川は全国でも 一・ 二を争う スピード

です。 そし て、 速度の違いこ そあれ、 先進国

はすべてこ の超高齢社会に向かっ ています。

● 中長期的な改革が必要

こ のよう なかつて経験し たこ と のない社会構

造変化の波が押し 寄せる中で、 現在の社会シ

ステムを今後も 維持し ていけるかが試さ れて

います。こ う し た変化を乗り 越えるためには、

中長期的な改革が必要です。

超高齢化と いう 急激な社会構造の変化

1 9 7 0 年

（ 万人）

（ 万人）

2 0 5 0 年




